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問題と目的 

 アメリカの学校教育では，児童生徒の問題行動に対

してポジティブ行動支援（Positive Behavior Support; 

PBS）が広く行われている（Johnston et al, 2006）。

これは日本の学校現場にも導入され，日本の学校シス

テムである特別活動や総合的な学習の時間のカリキュ

ラム，また生徒会活動や児童会活動に位置付けた PBS

や（松山, 2018; 松山・三田地, 2020），授業中の教員

と生徒の関わりに焦点を当てた PBS（庭山, 2020）な

どが行われている。 

このように日本国内で PBSが広がるにつれて，その

活動は学級指導や個別支援だけでなく，学校規模ポジ

ティブ行動支援（School-Wide Positive Behavior 

Support; SWPBS）としても展開されて始めている（大

久保・月本・大対・田中・野田・庭山, 2020）。SWPBS

において教員と生徒の間の PBSが定着し始めると，そ

の次の段階として生徒同士の相互作用における PBSへ

と移行する様子が見られる（山田・松山,2019）。これ

は教員が意図的に次の段階へと移行させようとしてい

るだけでなく，生徒の中から自ずと PBS的行動が生じ

ている側面もあると考えられる。とくに中学校の

SWPBSにおける生徒会活動は，教員による指導だけで

なく，生徒の自主性を生かして学校規模での取り組み

を実施できる重要な活動であると考える。 

そこで本研究では，中学校における SWPBSの具体例

として，先取り挨拶増加を目指した生徒会活動を取り

上げ，その実践と効果について検証し，生徒同士の相

互作用における PBSのあり方を模索する。 

 

方  法 

調査対象 公立中学校の 1～3 年

生の通常学級に在籍する生徒（計

9学級，275名）の生徒であった。

なお，SWPBS の実践は全校生徒・教

職員を対象に行った。 

調査時期 X年4月～X+1年3月に行

われた。 

調査方法 登校時に，挨拶運動に立

つ生徒会役員よりも先に挨拶（先取

り挨拶）ができた生徒にシールを渡

し，それをポスターなどに貼り付け

て絵柄にすることで挨拶数のデータ

収集を行った。これは視覚的にもわ

かりやすく先取り挨拶者数を生徒に 

 

フィードバックする意図も含まれていた。 

 

結果と考察 

結果を Figure １に示す。ベースライン 1には 50％

であった先取り挨拶者数が，介入 1や介入 2では 80％

程度まで向上した。これは，三層支援モデル（Horner & 

Sugai,1996）の一層支援の目標値とも一致する。つま

り，生徒会活動による生徒主体の SWPBSによって，全

体指導の目標である 80％までの到達が可能であるこ

とが実証されたといえる。 

 こういった PBSの考え方に基づく具体的な目標やデ

ータを活用しながら生徒会活動を実施することで，教

員からの一方通行的な PBSだけではなく，生徒同士の

自発的・内発的な PBSをも醸成していくことができる

だろう。今後も継続的に SWPBSを実施していく上で，

生徒会活動を含めた生徒主体による SWPBSの実践の方

法と有用性について，様々な側面から引き続き検討し

ていく必要がある。 

 

引用文献 

山田賢治・松山康成 (2019). 岡山県里庄町立里庄中学

校「ポジティブ行動支援で元気な学校づくり」―学

校全体で取り組む PBIS を活用した教育活動の実践 

令和元・2年度 岡山県中学校教育研究会浅口支部指

定研究研究紀要 

http://www.satochu.town.satosho.okayama.jp/me

dia/haifubutu/haifu2020/kenkyukiyou.pdf 

 

Figure 1  先取り挨拶をした人数の割合の推移 
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